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ETC に 100HAU の HVJ を加え， 0 。で 5 分後(この条件下で一細胞当り約 100個のウイルス粒子が
吸着している)一方は37。で 30分間，他方はコントロールとして O 。で 30分間インキュベーションをつ










添加ウイルス濃度をいろいろ変えて ， ETC-HVJ 反応に関係する O 。での細胞凝集反応， 37"での
シアル酸遊離反応，細胞融合反応， N，αN3存在下で、の細胞融解反応、を指標に，その相互反応を調べたと



















①最大吸着量の約0.7%のウイルス粒子を用いて 37。で処理することにより ETC 細胞膜面は全体とし
て修飾され，ウイルスによる細胞膜の変化に抵抗性を示すようになる。
この現象はウイルスレセプターの減少といった static なレベルの問題ではない O おそらく膜の dyna-
mismに直接関係した現象と考えられる。





ETC + HVJ(100HAU) 
IN ICE BATH FOR 5MIN 
INCUBA TED IN ICE BA TH 
FOR 30 MIN 
HVJ ADDED(2000HAU) 
APPEARANCE OF HUGE 
CELL AGGREGATES AT 0。
INCUBATED AT 370 FOR 
30 MIN 
I I 
WITH AZIDE WITHOUT 
NO FUSION FUSION 
OF CELLS , 




SHAKING FOR 30 MIN 
CHILLED IN ICE BA TH, 
HVJ ADDED (2000HAU) 
NO APPEANCE OF CELL 
AGGREGATES AT 0。
INCUBA TED A T 3r FOR 
NO CELL LYSIS. NO CELL LYSIS. 
論文の審査結果の要旨
ウイルスの宿主細胞への感染初期過程については， [ウイルスの吸着〕→〔侵入〕→〔外殻構造の解
離〕→〔ウイルス遺伝子の露出〕という大まかな考え方の下ですでに解決ずみ，と一般に理解されて
いる現象であった。橋本氏の研究は， 1970年に生まれた生体膜の膜流動性をその生物活性と対応させ
ようとする新しい思想の上に立って， HVJ ウイルスの感染初期に，ウイルス外膜の細胞膜への組込み
を引金として宿主細胞膜にある種類のパニックが誘起きれることを明らかにした。この現象は一面で
は，感染ウイルスの宿主細胞占有一 2 次感染への抵抗性獲得ーを許す機構に細胞膜の変化が関与して
いる事を示したものである。がもっと重大なことは，細胞膜のパニックがウイルス外膜融合部位から
細胞膜全体に波動のように拡がり細胞膜全体が変化をうけるようになること，及びこのパニックが約
6 時間の培養で，細胞表面糖鎖の大きな変化なしに回復することを示したことである。これは細胞膜
の裏打ちタンパクがこのパニック及びその回復に重大な役割をもつことを示唆しており，非常に興味
深い O
以上，橋本氏の論文は大学院卒業論文として満足すべきものと判断できる。
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